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滋賀銀行は、琵琶湖畔に本拠を置く企業の社会的使命として、生物多様性がもたらす恵みに感謝する
とともに、この豊かな恵みを将来世代に引き継ぐため、生物多様性の保全に取り組んでいます。

生物多様性保全に向けた取り組み
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琵琶湖の環境と生態系保全の“いきものがたり”活動
―2012年版『環境白書』（環境省発行）に掲載―

　魚の産卵場所であるヨシ群落を守り・育て、琵琶湖の固有種で絶滅危惧種のニゴロブナ、ワタカを保護・育成・放流し、侵略外来魚
を駆除する滋賀県ならではの“いきものがたり”活動を展開しています。

ヨシ刈り
　琵琶湖周辺に自生するヨシ（葦）は、水
質をきれいにしたり、魚や水鳥のすみか
になったりと、琵琶湖には欠かせない植
物です。このヨシを冬場に刈り取ることで、
春先の新芽の生長を促す「ヨシ刈りボラ
ンティア」を１９９９年から続けています。
２０１２年度は、高島市で開催されたヨシ
刈りボランティアに湖西エリアの役職員
４９名が参加しました。
また、刈り取ったヨシは、役職員のヨシ
紙名刺へと生まれ変わっています。

外来魚駆除
　琵琶湖本来のいきものを守るため、
ブラックバスやブルーギル等の外来魚
を駆除する「外来魚駆除・釣りボラン
ティア」を、２０１０年より開催しています。
　４回目の開催となる２０１３年度は、草
津市志那中湖岸緑地にて午前・午後
の２回に分けて開催し、役職員５２０名
が釣りを楽しみました。１日で２,５０７匹、
６０.９ｋｇ分ものブルーギルを釣り上げま
した。

ニゴロブナ・ワタカの放流

　淡海の伝統食「ふなずし」の
原料になるニゴロブナは、琵琶
湖の固有種で絶滅が懸念され
ています。

　琵琶湖の固有種ワタカは、異
常繁茂する水草を食べて除去
してくれます。
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が釣りを楽しみました。１日で２,５５０７匹、
６０.９ｋｇ分ものブルーギルを釣り上上げま
した。

学校ビオトープ
　子どもたちの環境学習の実践の場として、多様ないきものとの
共生空間である学校ビオトープづくりを支援しています。

蝶の飛ぶまち
プロジェクト
　名古屋支店前に食草を
植えたプランターを設置し、
飛来した蝶の種類を調査し
ました。

里山の保全
　多くの昆虫や鳥などのすみかとなる自然豊かな里山の姿を取
り戻すため、マキノスキー場の「２０年後に森をつくろうプロジェク
ト」に参加し、コナラやクヌギなどを植樹しました。

ソーラープランツ
　本店駐車場に、自然に学ぶ「バイオ・ミミクリー※」の考え方で考
案されたソーラー街路灯『ソーラープランツ』を設置しました。
　これは、太陽光を集めて蓄電し、暗くなると“ふくろう”の眼が
光って街路灯になるもので、滋賀県低炭素化技術開発・実証化補
助金の採択事業であり、地域と連携したネットワークづくりの一
環として設置しています。
※バイオ・ミミクリー
生物の機能や形態を模倣することで、建築や製品の設計等に用いられる新し
い技術を生み出すこと

名刺へと生まれ変わっています。紙名刺

　ホウセンカの葉の生え方を模倣して、効率的に発電する街路灯です。
ホウセンカは「３／８葉序」で、葉が茎の周りをらせん状に３周したとき、
８枚目の葉が０枚目の葉に重なるように生えてきます。この構造により、
太陽光をすべての葉で効率よく受け止めることができます。

ソーラープランツとは

ホウセンカの葉とその構造
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「ビワマス遡上プロジェクト」とは、琵琶湖に住んでいるサケ科の魚・ビワマスを、卵から育て、川に放流するプロジェクトです。
２０１１年に米原市役所が中心となりプロジェクトを立ち上げ、当行はその趣旨に賛同する企業として参加しています。

プロジェクトの流れ

ビワマス遡上プロジェクト
　創立８０周年の「いきものがたり活動」として、
２０１３年秋から２０１４年春にかけて「ビワマス遡
上プロジェクト」を実施いたします。琵琶湖の宝
石と言われる“ビワマス”を、役職員が孵化させ
放流し、天野川（米原市）へ遡上させる生物多様性
保全の取り組みです。そのプレイベントとして、
2012年に試行的に実施しました。

ビワマスは母川回帰本能がありサケと

同じように、生まれた河川に戻って産卵し

ます。かつては滋賀県米原市の天野川で

もビワマスの遡上が見られましたが、数十

年前から堰堤や簗が設置されたことに

よって、徐々に姿が消えていきました。
そのような中、天野川下流の簗が撤去

されたことによって、ビワマスが遡上でき

る環境が整ってきました。

ビワマスについて

魚道を遡上するビワマス 写真提供：米原市

　11月の少し肌寒い中、伊吹山に大勢のボランティアが集まり、

ススキ刈りを行いました。私は初めての参加でしたが、予想以上に高く

しっかりと育ったススキに悪戦苦闘。

スキー場の急な斜面で踏ん張りながら

仲間とともに汗を流しました。

　疲れはしましたが積みあがったススキ

の山と広々としたスキー場に癒され、

終わった時は爽快な気分でした。

長浜支店 西嶋 淑孝

戦苦闘。

張りながら

た。

がったススキ

に癒され、

した。

伊吹山のススキ刈り
参加者の声

植樹・育樹活動

　創立７０周年（２００３年１０月）を記念して「びわこ地球市民の森
（守山市）」に植樹した１万本の苗木がすくすくと育つよう、毎年、
除草や枝打ちなどのメンテナンス作業をボランティアで行って
います。９年目を迎えた２０１２年度は、１,１００名の役職員が育樹
活動に参加しました。
　また、２０１３年度は創立８０周年を記念して、新たに３,０００本の
植樹を実施する予定です。

伊吹のススキ刈り
　昔ながらに多くのススキ原が残る伊吹山周辺で、湖北エリアの
行員７５名が「ススキ刈りボランティア」に参加しました。２０１０年の
第１回に始まり、３回目の実施となりました。
　伊吹山周辺のススキ原は、滋賀県を代表する日本の秋らしい
風景の一つであり、多様な生物を育む環境でもあります。ススキ
原の適切な維持管理により希少植物を保護するため、急斜面で
のハードワークにも負けずススキを刈り取りました。

琵琶湖
一斉清掃
 美しい琵琶湖の風景を自
らの手で守るため、琵琶湖
の市民清掃活動に参加し
ています。

森づくりサポート活動

　２０１３年５月、新入行員１５２名が植樹を実施しました。苗木の
生長を願うとともに、これからの自身の成長に期待を寄せながら、
４００本の苗木を一つひとつ丁寧に植えました。

新入行員による植樹

米原支店 木村 健次

米原市の職員さんや市内の小学生たちが、自宅の冷蔵庫等で

ビワマスの卵を孵化させ、市内を流れる天野川に放流する地域あ

げてのプロジェクトに感動し、自らも取り組みました。

一番気を遣ったことは定期的な水替えです。無事に孵化し、

ホッとしました。

「カムバックビワサーモン！」天野川の上流にビワマスが泳ぐ光

景を楽しみにしています。

蔵庫等で

る地域あ

に孵化し、

が泳ぐ光

ビワマス遡上プロジェクト
参加者の声
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ビワマスは母川回帰本能がありサケと

同じように、生まれた河川に戻って産卵し

ます。かつては滋賀県米原市の天野川で

もビワマスの遡上が見られましたが、数十

年前から堰堤や簗が設置されたことに

よって、徐々に姿が消えていきました。
そのような中、天野川下流の簗が撤去

されたことによって、ビワマスが遡上でき

る環境が整ってきました。

ビワマスについて

魚道を遡上するビワマス 写真提供：米原市
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